
 

                    研究課題事後評価書   （分科会で評価委員が記入） 

 提案課・室名 

 問合せ先 

 課・室名：地理地殻活動研究センター 宇宙測地研究室 

  

 代表担当者：宇宙測地研究室研究官 宗包 浩志 

 研究課題名 ＧＰＳ時系列データに含まれる誤差に関する研究
 予   算  特別研究 14,449 千円 （３年間の総額）
 研究期間  平成１５年４月 ～ 平成１８年３月 （３年間）
 分科会委員  ○笠原 稔、里村幹夫、山岡耕春
 ①成果の概要 GPS 時系列にみられる顕著な誤差要因を、解析ソフトウェアの問題も含めて検討し、

国土地理院構内において見られる年周地盤上下変動、GEONET 観測網に見られる季節

的スケール変化、また、グローバル観測網に見られる季節的スケール変化、の３つと

同定した．それぞれの物理機構に関しても、一定の解釈を与えている．その結果、軽

減方法を示すことができている。 

 ② 当初目標 

  の達成度 

GPS 時系列データに含まれる誤差の分析、解析ソフトウェアの相互比較等を通じた

系統誤差の分析は、ほぼ当初目標を達成している。その原因についての、物理モデル

を提案できており、その軽減方法まで検討されたので、当初の予想を超える十分な達

成度であるといえる。 

 

 ③ 成果公表 

  状況 

研究報告書 ３件 

発表論文  ４件 （内査読付き３件、投稿中１件） 

口頭発表   ６件 

であり、十分である。 

 ④ 成果活用 

  の見込み 

ここで得られた３つの誤差の補正は、GEONET のルーチン解析を初めとして、その

他の精密測量の補正にも十分に活用できるものである。 

 

 ⑤ 達成度の 

  分析 

当然ながら、誤差要因には多くの現象が関連しているが、その中から、単一現象で

説明可能な主要なものから順に範囲を絞り込んでいき、年周変動と季節変動について

は概ね成功しているといえる。 

 ⑥ 残された 

  課題と新た 

  な研究開発 

  の方向 

さらに、数 mm 程度の微弱な地球物理信号を検知するという目標を達成するには、

今回明らかにした誤差の物理モデルによる補正に加えて、GPS データからのみではな

く、時間的空間的な気象データとの統合処理を進める方向が必要であろう。 

 

 ⑦ その他、 

  課題内容に 

  応じ必要な 

  事項 

特になし。 

 総合評価   ①．十分な成果  ２．一部不満足  ３．部分的成果  ４．失敗 

 

 GEONET の定常処理の中での誤差補正に関しては、かなりの水準まで上げられたものとして高く評

価したい。 

 


